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あ
と
が
き

「
C
A
F
É 

T
A
N 

W
A
J
I
M
A
」が
輪
島
市
役
所

2
階
に
オ
ー
プ
ン

新
年
度
は
ト
ン
ギ
ス
カ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
買
っ
て
、た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
4
年
6
月
23
日

　
当
法
人
が
第
23
回
石
川
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
し
、
令
和
4
年
2
月

22
日
に
石
川
県
庁
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
県
民
に
デ
ザ
イ
ン
の
重

要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
企
業
、
団
体
へ
の
デ
ザ
イ

ン
導
入
の
促
進
を
図
る
た
め
、
デ

ザ
イ
ン
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た

第
23
回
石
川
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

輪
島
K
A
B
U
L
E
T
®

　
輪
島
K
A
B
U
L
E
T
®
拠
点

施
設
が
令
和
３
年
度
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推

進
功
労
者
表
彰
に
お
い
て
最
高
賞
で

あ
る
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
、
令
和
３
年
12
月
23
日
に
首
相

官
邸
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
に
雄
谷

理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
施

設
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
第
22
回
石

川
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
推
進
賞
の

最
優
秀
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
功
労
者
表
彰
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
婦
や
子
供

が
い
る
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
が

安
全
で
快
適
な
社
会
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
推
進
に
極
め
て
顕
著
な
功
績
又

は
功
労
の
あ
っ
た
施
設
の
設
備
、

製
品
開
発
、
推
進
・
普
及
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
た
個
人
・
団
体
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
で
は
、
空
洞
化
す

る
中
心
市
街
地
の
空
き
家
の
利
活

用
を
通
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
や
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
地

域
住
民
へ
の
就
労
の
場
の
提
供
な

ど
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
に
て
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
す
る
の
は
石
川
県
で
は

初
と
な
り
ま
す
。
当
法
人
の
盟
友
、

五
井
建
築
研
究
所
の
故
・
西
川
英

治
会
長
と
こ
の
受
賞
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞

グループホーム「プエルト」（白山市）
令和3年8月

グループホーム「リサ」（白山市）
令和3年4月

グループホーム「マハロ２」（輪島市）
令和4年2月

みずほ教育福祉財団より
デリバリーカー「みずほ号」を
Share金沢に
ご寄付いただきました。

令和2年8月

公益信託能登町
エンデバーファンド21により
「ビアパーク ローラー滑り台」を
改修しました。

令和3年10月

グループホーム「マハロ1」（輪島市）
令和4年1月

グループホーム「クゥ」（金沢市）
令和3年12月

開 設

個
人
、
団
体
、
企
業
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
平
成
11
年
度
に
当
時
の

谷
本
知
事
の
主
導
で
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
雄
谷
理
事
長
は
「
今

回
の
受
賞
は
谷
本
知
事
が
任
期
を

終
え
る
最
後
の
年
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
ご
縁
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
」

と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

5月にブラジルで開催された聴覚障害者の国際
スポーツ大会デフリンピックに佛子園職員の山口
彩芽さん（女子サッカー日本代表）と門脇翠さん
（陸上競技コーチ兼スタッフ）が参加しました。

日本ボディビル・フィットネス連盟主催で6月15
日に開催された「KANAZAWA CHALLENG 
CUP2022」に野竹厚さんと森岡里絵さんが
GOTCHA!WELLNESSから参加しました。

グル
ープホーム

Break through -挑戦しました !!-

メタバースが紡ぐ
新たなコミュニティ
　上の画像をご覧ください「なんだろう？」と思われた方がた
くさんいらっしゃると思います。こちらの画像は、今年 3 月
18 日～ 20 日に行われた「Ⅴマ（ヴァーチャルマーケット＋）」
というメタバースイベントにおける Heart & Beer 日本海俱楽部
（以下「日本海倶楽部」）のマーケットブースの様子です。
　「メタバース」とは、ネット上の仮想空間や、それにまつわるサー
ビスを指した言葉で、英語の「meta（超越）」と「universe（宇宙）」
を組み合わせた造語です。最近では、「Meta（旧：Facebook）」の
社名の由来になったことで話題となりました。
　メタバースは間違いなく、今後のインターネットの当たり前
の姿になると考えられています。メタバースでは国境や言語に
関係なく世界中から人々が集まり、自分の分身であるアバター
をとおして実世界と変わらない生活をネット上で送ることが可
能になってきます。
　今年初めに日本トレンドリサーチが「メタバース利用に関する
調査」を行ったところ、「メタバース」という言葉について、アンケー
トした全体の 75.6％の方が「知らない」と回答しました。「知っ
ている」「聞いたことはある」と回答した方でも、実際に利用した
ことがあると回答したのは 6 割程度で、言葉は知っているが利用
したことはないという方が多い状況です。まだまだ皆さんには
馴染みのない言葉であり、身近なものではありません。
　日本海倶楽部がメタバースのマーケットに出店したのは、コ
ロナ禍において年に数十回出店していた集合型イベントがなく
なったことがきっかけでした。実際にヴァーチャルマーケット
に参加してみると、集合型イベントでおこなっていた商品販売

はもとより、来場されたお客様とのやりとり、商品の魅力発信
やニーズの把握なども仮想空間で十分おこなえました。集合型
イベントであればスタッフを張り付けにしなければならないと
ころですが、ヴァーチャルマーケットでは、職員がデスクワー
クをしながらでも販売できます。はじめてのメタバースでの販
売売上は３日間で数十万円になりました。
　対面イベントでは、スタッフの移動費やブース設営等の準備、
出店の申請関係など事前調整の手間やコストが掛かりますが、
メタバースではそれらを大きく削減することが可能となります。
天候による集客の心配などもいりません。
　例えば足に障害があったとしても、仮想空間ではアバターが
自由に往来し、跳んだりはねたりできます。アバター同士のコ
ミュニケーションも言葉だけではなく文字でも交わせるので、
言葉がでない人にとってもコミュニケーションの障害が軽減さ
れるわけです。メタバースは障害のある人の可能性も大きく広
げられると思います。
　今後、日本知的障害者福祉協会主催の全国大会でもメタバー
スを採用し、佛子園としてもメタバースを使った研修や出店運
営をサポートしていきたいと考えています。佛子園がこれまで
築いてきた「ごちゃまぜ」のリアルなコミュニティとメタバース
のデジタルコミュニティが融合すると、新たなコミュニティの
可能性が広がるのではないかと期待しています。
　皆さんもぜひメタバースの世界に足を踏み入れてみてはいか
がでしょうか？

日本海倶楽部　竹中誠

New  Commun i t i e s  i n  t he  Me tave r s e

佛子園のこれまで築いてきた「ごちゃまぜ」のリアルなコミュニティと
メタバースのデジタルコミュニティの融合で、新たなコミュニティの可能性を広げよう。

　

伊
勢
真
一
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

二
十
数
年
来
の
お
付
き
合
い
、き
っ
か
け
は
監
督
の
姪
で
て
ん
か
ん
と
知
的

障
害
を
も
つ
少
女
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
奈
緒
ち
ゃ
ん

（
１
９
９
５
）」▼
監
督
は
驚
く
ほ
ど
の
「
長
尺
」撮
り
。そ
の
後
の
奈
緒

ち
ゃ
ん
と
家
族
の
日
々
を
撮
り
続
け
た
「
や
さ
し
く
な
あ
に
」は
１
９
８

３
年
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
か
ら
な
ん
と
三
十
五
年
か
か
っ
て
の
上
映
▼
監
督

と
の
対
談
は
一
切
打
ち
合
わ
せ
を
せ
ず
、何
時
間
で
も
話
せ
て
し
ま
う
。

幼
少
期
に
施
設
で
育
っ
た
自
分
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
家
族
の
よ
う
に

暮
ら
し
た
「
長
尺
」の
時
間
が
互
い
を
繋
い
で
く
れ
る
▼
学
生
時
代
に

反
戦
デ
モ
に
参
加
し
て
い
た
監
督
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど

テ
レ
ビ
等
で
映
し
出
さ
れ
る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
戦
争
の
現
象
か
ら

一
歩
身
を
引
い
て
、自
分
事
と
し
て
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
▼「
や
さ
し

く
な
あ
に
」は
奈
緒
ち
ゃ
ん
が
発
す
る
独
特
の
コ
ト
バ
「
奈
緒
ち
ゃ
ん
語
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
で
、喧
嘩
や
意
地
悪
が
大
嫌
い
な
奈
緒

ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
小
さ
な
声
で
『「
や
さ
し
く
な
あ
に
」っ
て
い
わ
な
く

ち
ゃ
』と
呟
く
▼
定
年
で
人
生
の
目
的
を
見
失
う
父
、夫
婦
仲
が
悪
く
一

度
は
家
を
出
る
母
、人
間
関
係
で
う
つ
に
な
る
弟
、今
に
も
崩
壊
し
そ
う
な

家
族
を
い
つ
の
間
に
か
奈
緒
ち
ゃ
ん
が
繋
ぎ
と
め
て
い
く
（
監
督
ネ
タ

バ
レ
で
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）▼
三
年
前
に
父
が
亡
く
な
り
、地
域
の
様
々
な

人
と
関
わ
り
合
っ
て
暮
ら
す
こ
と
は
看
取
る
こ
と
で
も
看
取
ら
れ
る
こ

と
で
も
な
く
「
看
取
り
合
う
」こ
と
だ
と
感
じ
た
。最
近
、監
督
は
「
え
ん

と
こ
の
歌
（
２
０
１
９
）」の
主
人
公
、脳
性
マ
ヒ
で
三
十
数
年
来
寝
た
き

り
暮
ら
し
だ
っ
た
永
年
の
友
人
を
亡
く
し
た
。彼
の
こ
と
を
「
凄
い
や
つ
」

だ
っ
た
と
い
う
伊
勢
さ
ん
は
、寄
り
添
う
の
で
は
な
く
「
寄
り
合
う
」と

い
う
表
現
を
し
た
。や
っ
ぱ
り
し
っ
く
り
く
る
。　　
　
　
　
　
　

 

（
良
）

那覇市制 100 年記念 市民ごちゃまぜミュージカル「希望の街」



に
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
西
圓
寺
の
味
噌
づ
く

り
、
各
事
業
所
の
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
な
ど
普
段
の

業
務
で
は
で
き
な
い
内
容
の
募
集
も
あ
る
。

J
O
B
コ
ン
ビ
ニ
で
の
経
験
が
通
常
業
務
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
J
O
B
コ
ン
ビ
ニ
を
と

お
し
て
新
た
な
人
間
関
係
も
築
け
る
の
で
職
員

の
ア
ジ
リ
テ
ィ
向
上
に
も
な
る
と
い
う
訳
だ
。

定
年
70
歳
へ

　
佛
子
園
で
は
令
和
元
年
度
よ
り
、
定
年
を
65
歳

か
ら
毎
年
一
歳
ず
つ
引
き
上
げ
て
き
た
。
令
和
5

年
度
に
は
定
年
70
歳
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
を
生
き
る
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
学
習
・
仕
事
・
余
暇
（
老
後
）
と
い

う
３
ス
テ
ー
ジ
の
考
え
方
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
き
た
。
60
代
で
老
後
生
活
に
突
入
す
る

に
は
そ
の
後
が
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
。　

　
同
時
に
従
来
の
「
仕
事
」
の
時
期
が
延
び
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
期
に
学
び
な
お
し
て

も
い
い
し
、
先
述
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
働
い
て
も
い
い
。
柔
軟
な
働
き
方
も
可

能
に
な
っ
て
く
る
。

　
定
年
が
70
歳
に
到
達
し
た
後
は
「
定
年
自
己

申
告
制
」
に
移
行
す
る
と
い
う
話
が
法
人
内
で

上
が
っ
て
い
る
。
人
生
設
計
も
多
様
化
し
て
い

き
そ
う
だ
。

人
生
1
0
0
年
時
代
と
生
涯
賃
金

　
定
年
後
の
再
雇
用
で
給
与
が
減
額
さ
れ
た
と

い
う
世
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
話
は
よ
く
耳
に
す

る
。
佛
子
園
の
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
仕

事
を
し
て
い
る
限
り
は
給
与
の
保
証
を
お
こ

な
っ
て
い
く
。
一
般
企
業
に
比
べ
る
と
現
役
職

員
の
給
与
が
爆
発
的
に
高
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
生
涯
賃
金
と
い
う
考
え

に
お
い
て
は
太
く
長
く
人
生
1
0
0
年
時
代
を

支
え
て
い
け
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

佛子園

アジリティ
特集

会
議
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め
の

出
席
者
の
条
件

　

佛
子
園
に
は
会
議
を
行
う
時
の
5
原
則

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

①
会
議
の
目
的
を
明
確
に
す
る

②
目
的
に
応
じ
た
人
を
選
ぶ

③
進
行
や
記
録
、
発
言
者
な
ど
の
役
割
を

も
つ

④
会
議
に
貢
献
す
る

⑤
会
議
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
周
知
す
る

の
5
つ
。
出
席
者
が
会
議
に
貢
献
す
る
た

め
に
も
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
議
題
）
や
資
料

の
事
前
回
覧
は
３
日
前
（
会
議
に
よ
っ
て

は
１
週
間
前
）
と
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

5
原
則
は
研
修
に
お
い
て
も
同
様
に
適
用

さ
れ
る
。

　
最
近
佛
子
園
で
は
、
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
応
じ
て
必
須
出
席
者
と
任
意
出
席
者

を
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
会
議
に

貢
献
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
は
、
会
議
を
停
滞
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
の
時
間
も
奪
う
こ

と
に
な
る
。ど
ち
ら
に
し
て
も
ア
ジ
リ
テ
ィ

ス
マ
ホ
活
用
で
情
報
が
早
く
な
る

　
法
人
内
事
業
所
が
能
登
か
ら
加
賀
ま
で

分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佛
子
園
で
は

平
成
19
年
よ
り
デ
ス
ク
ネ
ッ
ツ
と
い
う
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
、法
人
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
き
た
（
妙
林
柿

第
71
号
特
集
参
照
）。
普
段
は
会
え
な
い
他

事
業
所
の
職
員
や
、
理
事
長
の
コ
メ
ン
ト

な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
法
人
内
の
情

報
や
考
え
方
を
画
面
上
で
共
有
で
き
る
な

ど
、
当
時
は
I
T
時
代
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
実
感
し
た
も
の

だ
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
ち
一
億
総
ス
マ

G
O
T
C
H
A
!! 

R
A
L
L
Y
で

全
国
を
応
援

　
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
全
国
の
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
仲
間
た
ち
で
始
め
た
の
が
「GOTCHA!! 

RALLY

（
ゴ
ッ
チ
ャ
・
ラ
リ
ー
）」。
ラ
リ
ー
に

は
「
結
集
す
る
、
奮
い
起
こ
す
、
集
中
す
る
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
の
が
売
り
に
く
い
こ
の
時
期
に
、
そ

の
地
域
の
特
産
品
を
全
国
の
仲
間
た
ち
で

仕
入
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
売
っ

会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
と

心
理
的
安
全
性

　
場
所
の
工
夫
と
と
も
に
、
席
の
配
置
や

会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
気
を
配
る
。
先
日
、

1
2
0
人
規
模
で
お
こ
な
っ
た
法
人
合
同

研
修
に
お
い
て
、
研
修
参
加
者
と
ス
テ
ー

ジ
上
の
進
行
者
が
相
対
す
る
形
か
ら
、
参

加
者
全
員
が
中
央
を
向
く
よ
う
に
円
を
描

い
て
座
り
そ
の
間
に
進
行
者
が
座
っ
て
や

り
取
り
す
る
形
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
場
の
雰
囲
気
が
一
変
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
相
対
す
る
形
か
ら
同
じ
方
向
を
見
る

形
へ
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
心
理
的
安
全
性

が
高
ま
り
、
出
席
者
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
良

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
段
私
た

ち
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
中
で
大
事
に
し
て
い

る
「
相
手
と
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
相

手
と
同
じ
方
向
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
と

通
じ
て
い
る
。

　2022年度の佛子園のテーマはアジリティ（Agility）。アジリティは敏捷性と
いう意味で、ビジネスやスポーツ用語としてもよく聞かれるようになってきた。
不確定で先の予測ができにくいVUCA（Volatility（激動）、Uncertainty（不確実性）、
Complexity（複雑性）、Ambiguity（不透明性））と言われる時代において、最適に
判断し、迅速に対応できるアジリティをもつにはどうしたらいいか。方向性が不
透明な中でも動くためには自分の軸となる組織の明確なビジョンは欠かせない。
失敗をおそれずに一歩踏み出せる心理的安全性も必要だ。
　今号特集では、組織におけるアジリティを高めていくために、佛子園でおこ
なってきた取り組みをいくつかご紹介していきたい。

て
食
べ
て
広
げ
て
い
く
新
た
な
助
け
合
い

の
仕
組
み
で
あ
る
。

　
今
回
は
北
海
道
室
蘭
の
ゴ
チ
ャ
マ
ー
ゼ

中
島
さ
ん
が
つ
く
っ
て
い
る
「
ト
ン
ギ
ス

カ
ン
」
を
応
援
。
文
字
通
り
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
豚
肉
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
商
品
だ
。た
っ

た
２
週
間
ち
ょ
っ
と
の
期
間
中
に
5.5
t
も

の
豚
肉
と
玉
ね
ぎ
が
室
蘭
で
動
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
、
ゴ
チ
ャ

マ
ー
ゼ
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
取
引
先

の
業
者
、
流
通
業
者
も
連
動
し
て
動
く
。

一
つ
を
応
援
す
る
と
そ
の
地
域
ご
と
応
援

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

全
国
が
つ
な
が
る

　

GOTCHA!! RALLY

で
、
そ
れ
ま
で
直

接
の
知
り
合
い
で
な
か
っ
た
人
た
ち
が
つ

な
が
り
合
え
た
。
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
団

体
の
特
徴
は
、
配
慮
範
囲
が
広
く
ア
ジ
リ

テ
ィ
が
高
い
。
面
白
そ
う
と
思
っ
た
ら
行

動
に
移
す
、
参
加
者
同
士
で
情
報
発
信
し

お
互
い
を
高
め
合
う
、
日
頃
の
感
謝
を
口

に
出
す
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
を
巻
き
込
む

力
を
も
っ
て
い
る
。

　
応
援
さ
れ
る
側
の
ゴ
チ
ャ
マ
ー
ゼ
中
島

さ
ん
も
ア
ジ
リ
テ
ィ
が
高
か
っ
た
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
使
っ
て
全
国
を
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
行
脚
し
、
あ
り
が
と
う
を
言
葉

に
出
す
。
お
互
い
様
の
関
係
性
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
合
っ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
。

（＊）ポートフォリオワーカー
「ポートフォリオ」は複数の書類をひとまとめにした書類入れのこと。そこから派生し、複数の仕事を組み合わせて働く人のことを「ポートフォリオワーカー」と呼ぶようになった。

　
B's
行
善
寺
に
N
H
K
金
沢
放
送
局
の
取
材

が
入
り
、こ
の
春
に
「
地
域
と
つ
く
る
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
福
祉
」
と
い
う
番
組
と
な
っ
て
全
国
放

送
の「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
T
V
」に
放
映
さ
れ
た
。

好
評
だ
っ
た
同
番
組
は
石
川
県
版
に
再
編
成

さ
れ
、
再
放
送
含
め
て
何
度
か
地
上
波
に
流

さ
れ
た
。

　
一
年
以
上
に
渡
っ
て
B's
行
善
寺
を
取
材
し

た
中
島
彩
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
み
た
〝
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
〞
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、

お
話
を
伺
っ
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
で
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
も
番
宣
で
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

作
り
手
の
意
図
と
し
て
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
無
か
っ
た
で
す
か
?

　
そ
れ
は
見
る
人
に
委
ね
た
か
っ
た
ん
で
す
。

と
い
う
の
は
一
つ
の
こ
と
を
見
て
も
感
性
が
違

う
の
は
あ
た
り
前
だ
と
施
設
の
み
な
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。

　
で
も （
佛
子
園
職
員
の
感
想
の
中
に
）「
町
の

中
の
佛
子
園
の
立
ち
位
置
が
分
か
っ
た
」
と
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
番
組
を
制
作
す
る
上
で

大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
雄
谷
さ
ん
た
ち
が
こ
う
い
う
場
所
を
つ
く

る
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
利
用
者
の

ひ
と
り
の
山
本
さ
ん
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
と
い

う
こ
と
に
注
目
し
た
ん
で
す
け
ど
、
山
本
さ
ん
が

地
域
に
還
元
し
、
お
互
い
に
作
用
し
合
っ
て
い
る

部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
地
域
に
始
ま
り
地
域
で
終

わ
る
と
い
う
構
成
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
も
取
材
す
る
の
は
長
い
で
す
ね

　
最
初
の
半
年
は
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
馴
染
ん
で
み
よ
う
か
な
、
利
用
者
さ
ん

に
覚
え
て
も
ら
う
ま
で
は
カ
メ
ラ
を
回
し
た
く

な
い
な
と
思
っ
て
て
。
山
本
さ
ん
と
は
気
が
付

い
た
ら
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

だ
取
材
を
お
願
い
す
る
と
決
め
る
前
か
ら
で
す
。

　
利
用
者
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
爆
笑

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、「
あ
、爆
笑
し
て
い
い
ん
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
こ
と
を

大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
存
在
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

の
個
性
と
し
て
み
て
い
い
ん
だ
っ
て
。
面
白
い
こ

と
は
面
白
い
し
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
を
見
た
い

な
っ
て
。
沼
で
す
ね
（
笑
）

最
後
に
〜
作
り
手
の
責
任
〜

　
佛
子
園
は
と
り
く
み
も
様
々
、
働
い
て
い
る

職
員
の
取
り
組
み
も
面
白
い
し
、
描
く
人
に
よ
っ

て
ど
ん
な
番
組
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
自
分
の
名
前
を
出

す
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

利
用
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
さ
ら
け
だ
し

て
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
日
々
あ
れ
だ
け
輝
い
て

い
る
中
で
あ
の
部
分
を
切
り
取
っ
た
の
は
自
分

な
の
で
。
番
宣
と
か
も
前
に
出
る
の
は
得
意
で

は
な
い
け
ど
、
あ
そ
こ
は
出
て
自
分
の
言
葉
で

伝
え
な
き
ゃ
っ
て
。
特
に
今
回
の
取
材
は
そ
の
責

任
が
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
個
人
的
に
は
挑
戦
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
た
仕
事
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

放
映
日
は
取
材
さ
れ
た
人
た
ち
が
B's
行
善
寺
に

集
ま
っ
て
視
聴
し
て
い
ま
し
た
ね

　
私
も
行
善
寺
に
行
っ
て
一
緒
に
観
た
ん
で
す
け

ど
、
地
域
の
人
も
含
め
み
ん
な
が
自
分
た
ち
の
施

設
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
自

分
が
い
る
と
こ
ろ
を
自
慢
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
一
人
ひ
と
り
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

J
O
C
A（（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会
）が
6
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
鳥
取
県
南
部
町
の
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
施
設
に
も
取
材
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
ね

　
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
れ
ば
本
当
に
他

の
地
域
で
も
根
付
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
と
い

う
疑
問
が
生
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
進
行
形

の
場
を
見
る
こ
と
で
、
住
民
は
ど
ん
な
思
い
で
そ

れ
を
受
け
止
め
る
の
か
？
地
域
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
場
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
生
ま

れ
る
の
か
？
そ
の
過
程
を
見
て
み
た
い
と
い
う
思

い
で
取
材
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
B's
行
善
寺
も
地
域
に
定
着
す
る
ま
で
大
変
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

北
安
田
が
特
別
な
地
域
だ
か
ら
で
は
な
く
、
日

本
ど
こ
で
も
〝
知
ら
な
い
こ
と
で
生
ま
れ
る
差

別
意
識
〞
は
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

南
部
町
で
は
、
J
O
C
A
の
皆
さ
ん
、
行
政
の

方
、
地
域
住
民
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
私
は
行
善
寺
の
取
材
を
元
に
「
反

対
派
も
い
る
の
で
は
」
と
い
う
仮
定
を
持
っ
て
現

地
入
り
し
た
け
れ
ど
、
そ
こ
で
目
の
当
た
り
に
し

た
の
は
、
住
民
の
多
く
が
「
地
域
に
無
関
心
」
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
町
を
よ
り
良

く
し
た
い
、
変
え
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を

持
て
な
い
理
由
も
事
情
も
あ
り
ま
し
た
。
生
の
声

を
聞
き
、
町
の
空
気
を
感
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も「
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
」
の
町
づ
く
り
に
奔
走
す
る
J
O
C
A
の
皆

様
と
熱
い
思
い
を
共
有
し
て
い
る
地
域
住
民
に
も

出
会
い
ま
し
た
。
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
１
人
１

人
が
濃
く
て
、
こ
の
方
た
ち
が
地
域
に
波
を
起
こ

し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
南
部
町
取
材
を
通
し
て
、
雄
谷
さ
ん
が
仰
っ

て
い
る
「
問
題
を
抑
え
る
（
排
除
す
る
）
の
で

は
な
く
、
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
が
大
事
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、
よ
り
深
く
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
時
代
に
突
入
し
た
中
で
2
年
前
に
導
入

し
た
の
が
ス
ラ
ッ
ク
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
で
あ
る
。

　
デ
ス
ク
ネ
ッ
ツ
だ
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の

時
間
に
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
確
認
す
る
と

こ
ろ
、ス
マ
ホ
で
見
れ
る
の
で
デ
ス
ク
ネ
ッ

ツ
ほ
ど
タ
イ
ム
ラ
グ
は
生
ま
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
写
真
も
動
画
も
添
付
で
き
、
日
々

の
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
を
共
有
す
る
に
は

お
手
軽
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
発
信
さ
れ
た

も
の
に
対
し
て
絵
文
字
で
反
応
で
き
る
の

で
管
理
職
か
ら
新
任
職
員
、パ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
ま
で
フ
ラ
ッ
ト
な
感
じ
で
つ
な
が
れ
る
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

気
持
ち
も
伝
播

　
こ
の
春
の
法
人
職
員
歓
送
迎
会
も
コ
ロ

ナ
禍
に
つ
き
、
1
0
0
人
超
の
対
面
方
式

で
の
宴
会
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

代
替
え
に
、
い
つ
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
飲
食
店
舗
を
10
店
舗
ほ

ど
予
約
し
て
少
人
数
ず
つ
会
食
で
き
る
よ

う
に
し
た
と
こ
ろ
、
４
月
は
ほ
と
ん
ど
毎

日
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
会
食
の
様
子
が
ス

ラ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
美
味
し
い
料

理
に
店
主
と
の
や
り
取
り
、
尽
き
な
い
お

喋
り
な
ど
、
楽
し
気
な
様
子
は
他
者
の
心

に
も
伝
播
す
る
。

　
こ
の
5
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
佛
子
園
職
員
か
ら

二
人
の
職
員
が
参
加
し
た
。
12
時
間
の
時

差
を
超
え
て
、
現
地
か
ら
ス
ラ
ッ
ク
で
レ

ポ
ー
ト
さ
れ
る
。
ス
マ
ホ
を
通
じ
た
交
流

が
他
者
を
想
う
気
持
ち
に
な
り
、
対
面
し

た
時
の
話
題
の
糸
口
に
も
な
っ
て
い
く
。

会
議
を
活
性
化
さ
せ
る

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
会
議
や
研
修
を
活
性
化
す
る
に
は
、
い

つ
も
と
会
場
を
ま
っ
た
く
変
え
て
お
こ
な

う
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
効
果
的

だ
。
オ
フ
サ
イ
ト
（Off-Site

）
な
の
で
、

会
議
中
に
職
場
か
ら
呼
び
出
し
が
か
か
り

中
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
い
つ

も
の
職
場
を
離
れ
て
の
会
議
な
の
で
気
持

ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
行
え
る
と
い
う

の
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
職
場

を
離
れ
て
別
の
会
議
室
を
レ
ン
タ
ル
し
よ

う
!
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
馴
染

み
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
古
民
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
貸
切
っ
た
り
、
屋
外
ガ
ー
デ
ン
に
即

席
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
な
ど
、
会
場
は
そ
れ

こ
そ
ア
イ
デ
ア
次
第
。
T
P
O
に
合
わ
せ

て
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
だ
け
で
職
員
の
遊

び
心
を
く
す
ぐ
る
仕
掛
け
が
で
き
る
の
だ
。

会
議
か
ら
情
報
伝
達
を
省
く

　

会
議
は
そ
の
目
的
に
応
じ
て
「
意
思
決

定
会
議
」「
進
捗
管
理
会
議
」「
ア
イ
デ
ア

出
し
会
議
」「
情
報
伝
達
会
議
」
の
4
類

型
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
「
情
報
伝

達
会
議
」
は
佛
子
園
の
会
議
か
ら
省
く
こ

と
に
し
た
。
情
報
伝
達
で
あ
れ
ば
事
前
回

覧
で
こ
と
足
り
る
し
、
情
報
伝
達
の
時
間

を
会
議
か
ら
外
し
て
い
く
と
、
そ
れ
だ
け

で
会
議
が
サ
ク
サ
ク
進
む
。

　
つ
い
最
近
ま
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
使
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
会
議
に
多
用
し

て
い
た
が
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
お
け
る
要
旨

を
A4
一
枚
に
ま
と
め
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

方
式
に
変
更
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
い
わ

ゆ
る
レ
ジ
ュ
メ
と
は
違
い
、
提
起
し
た
い

事
柄
を
一
つ
の
文
章
に
し
て
い
く
。
文
章会議の４類型

意思決定会議 進捗管理会議

アイデア出し
会議

情報伝達会議

4つの
会議

Agility

働き方

Agility

会 議

Agility

配慮範囲

Agility

情報
コミュニケーション

番
宣
の
中
で
中
島
D
が
取
材
を
通
し
て
「
以
前

よ
り
も
周
囲
や
自
分
自
身
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が

　
こ
こ
に
い
る
と
楽
な
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
が

堂
々
と
生
き
生
き
し
て
い
て
。
利
用
者
さ
ん
は

思
っ
た
こ
と
を
口
に
で
き
る
素
直
さ
と
か
が
あ
っ

て
躊
躇
が
な
い
ん
で
す
。
障
が
い
が
あ
る
と
い
う

こ
と
も
、〝
個
性
と
し
て
見
な
い
と
い
け
な
い
〞

と
い
う
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
自
分
自
身
を
生
き

て
い
る
感
じ
が
し
て
。
自
分
が
抱
え
る
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
も
、
周
り
の
目
を
気
に
せ
ず
〝
私
は
私

で
い
い
ん
だ
〞
と
、
み
な
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
素
直
な
行
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で

ま
た
い
ろ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

て
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
存
在
し
て
い
る
の

で
、自
分
も
あ
り
の
ま
ま
自
分
を
出
し
て
い
い
し
、

そ
の
こ
と
で
周
囲
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
て
い
け

る
の
か
な
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ら
く

　
同
僚
た
ち
は
み
ん
な
で
職
場
で
観
て
く
れ
て

い
た
み
た
い
で
す
。
山
本
さ
ん
が
輝
い
て
い
た

と
感
想
を
く
れ
ま
し
た
。
好
き
な
も
の
を
身
の

回
り
に
お
い
て
、
自
分
の
好
き
な
職
場
で
働
い

て
、
そ
れ
を
堂
々
と
好
き
だ
と
言
え
て
。
自
分

た
ち
は
素
直
に
出
来
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
。
千
咲
さ
ん
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も

ら
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
感
想
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
て
、
み

ん
な
で
語
れ
る
番
組
に
な
り
ま
し
た
ね
。

中
島
D
の
周
り
の
反
応
は
?

B’s行善寺を取材した

N
H
K
金
沢
放
送
局

中
島
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

聞
き
ま
し
た

INTERVIEW

目標を
明確に

役割を
持つ

人を
選ぶ

周知
する

貢献
する

会議を行う

5原則

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ワ
ー
カ
ー

　
近
年
、
大
企
業
で
は
副
業
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
佛
子
園
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ワ
ー
カ
ー（
＊
）

と
し
て
の
活
躍
を
職
員
に
推
奨
し
て
い
る
。
当

法
人
理
事
長
も
現
に
、（
公
社
）
青
年
海
外
協
力

協
会
代
表
理
事
、
蓮
昌
寺
住
職
、
行
善
寺
住
職
、

そ
の
他
各
種
公
職
な
ど
を
兼
任
し
て
い
る
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
ワ
ー
カ
ー
の
推
奨
は
、
収
入

そ
の
も
の
よ
り
職
員
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
知
見
を

広
げ
る
た
め
の
意
味
合
い
が
強
い
。
い
き
な
り
他

社
へ
の
就
業
や
起
業
に
走
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
の
で
、
ま
ず
は
法
人
内
他
事
業
所
の
業
務
を
所

定
時
間
外
で
経
験
で
き
る
よ
う
に
「
J
O
B
コ
ン

ビ
ニ
」を
設
定
し
た
。法
人
内
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
用
意
し
て
、
募
集
し
た
い
事
業
所
と
応
募
し

た
い
職
員
で
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

　「
後
で
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
ら
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
し
て
た
！
と
い
う
経
験
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ア
ジ
リ
テ
ィ
を
高
く

持
つ
と
い
ろ
ん
な
機
会
が
訪
れ
る
。

　
ひ
い
て
は
人
脈
や
情
報
、
価
値
観
、
選
択
肢

も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
組
織
に
お
い

て
の
ア
ジ
リ
テ
ィ
は
そ
の
よ
う
な
風
土
の
上
に

な
り
た
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。

は
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
だ
。
職

員
自
身
も
自
分
は
こ
の
会
議
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
か
、
必
要
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
だ

け
出
席
す
る
か
ど
う
か
を
主
体
的
に
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

に
な
る
こ
と
で
そ
の
背
景
や
時
系
列
、
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
な
ど
の
事
実
が
整

理
さ
れ
る
。
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
時
は
、
何
を
協
議
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
未
完
成
の
ス
ト
ー
リ
ー
し
か
書
け
な

い
か
ら
分
か
り
や
す
い
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
事
前
回
覧
さ
れ
る
の

で
、
会
議
当
日
は
そ
れ
に
対
し
て
協
議
・

決
定
し
て
い
く
だ
け
で
済
む
。
プ
レ
ゼ
ン

時
間
に
重
き
を
お
く
と
、
い
い
発
表
を
す

る
こ
と
が
目
的
化
し
一
方
通
行
の
会
議
に

な
り
か
ね
な
い
。

屋外でオフサイトミーティング

会場レイアウトを変えると会議も変わる

JOB コンビニで地域の方と
味噌づくり
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